
                            

                              

                        

 

 

 

 

昨年の 2 月に、新型感染症への注意喚起と学校対応の説明の為に急遽「健康の橋第１号」を発し

てから早 1 年が経過し、第 30 号の発行となりました。感染予防と健康管理の先に、明るい希望の

光が射すことを願って、今号から通信名を「健光の橋」にバージョンアップしました。この題字も

本校の校名を揮毫していただいている書家の森大衛先生によるものです。 

「感染対策」と「学びの充実」を両輪に、学校と御家庭の協力のもと、学園生が「健やかに光り

輝く」ことを願い、「健康・安全・安心の架け橋通信」の発行を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この一年間で、約９０通の緊急連絡を行ってきた実績から、学校からの様々な情報を保護者にお

伝えし、起こりうる事態に備えていただくためのこのシステムは、学校と保護者の方の生命線です。

特に感染症に関する情報を「一斉に、リアルタイムに、もれなく」お伝えすることは「命を守る光

明学園としての使命」です。フェアキャストは全学園生の御家庭と学校がつながる強固なツールと

して不可欠であると確信できました。これまでは導入の経緯から（学校の突発的停電の混乱を教訓

とした緊急連絡網の必要性から導入）本校ＰＴＡに加入とりまとめの協力をお願いしてきたところ

ですが、令和３年度からは、教材費等と同じ「学校徴収金」の扱いで費用徴収をお願いする方向で

現在、調整しています。詳細は、近日中に別途お知らせを配布し、御説明をいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 東京都立光明学園（肢・病併置校） 

令和３年２月１２日（金）発行 

健康・安全・安心の架け橋通信㉚ 

校長 田村 康二朗 

   ＝いいりょう 
 

「 健 や か に 光 り 輝 く 」記 念  第 １ 号 

  特  集  号 

 

【予告１】Ｒ３年度のフェアキャスト（災害時緊急連絡システム）運用方針 

① 学園生が医療機関等において PCR 検査等を受けることを勧められた場合 

② 学園生が濃厚接触者となった場合 

③ 学園生の PCR 検査等の結果が分かった場合 

 

 

 

 

学校等への連絡をお願いします（再掲・新規お願い） 

東京都等に発令された緊急事態宣言が、３月７日まで延長されています！ 

光明学園では、状況に応じて、考えられ得る最大限の感染予防策を講じながらも、学

園生の「学びを止めない」ように、創意工夫して教育活動を展開していきます。引き

続き、「健光の橋」は学校と御家庭の「ルールブック」としての役割を担っていきます

ので、御確認くださいますようお願いします。 

 

 また、学園生が「放課後等デイサービス等事業所」を利用されている場合は、利用契約をし

ている保護者の方から、その事業所に、❶❷❸をお知らせください。事業所等においても、以

降の対応を協議することにつながります。なお、一報を事業所等へ入れられた際は、その際

の事業所等の対応についても、学校へお知らせください。 

 

昼夜問いません！感染対策用の公用携帯電話へ 

光明学園と保護者をつなぐ 

 



 

感染症対策・教職員ガイドライン　～新型コロナ編～   【３学期更新バージョン】

教職員が感染源・感染媒体とならないことが大切です！
教職員自身及び児童・生徒の健康観察の徹底が、異常の早期発見・感染症の拡大防止につながります！

＜教職員 通勤時・出勤時・日々の体調管理＞ S・B共通

～ポイント～

★通勤用と指導用マスクを分けること

★仕事着・布エプロン・三角巾・アームカバー等は

持ち運び用の袋を使用（清潔・不潔の区別）

★布マスク・仕事着・布エプロンは毎日自宅で洗濯を徹底

＜健康観察と教室環境の整備＞

～感染症予防を踏まえた指導体制・対応～

①健康観察の強化

全校で登校時・下校前の検温を実施

②教室環境の整備

原則常時換気の徹底

※【夏】西棟：換気設備は常に稼働させ、外気を取り込むため

教室内の上の小窓を常に開けて、空調を入れる。

授業の合間には大きな窓を開けて換気をする。

Ａ棟：教室のドアは常時開放、窓は可能であれば常時、困難な

場合はこまめに（授業者が授業中に１回、休み時間に１

回、数分間程度、窓を全開する）、２方向の窓を同時に

開けて換気する。室温は空調で調整して管理する。

【冬】西棟：廊下側のドア、外部に繋がっている窓も閉め、３０分程

度ごとに５分換気する。※廊下側のドア：全開／外部へ

繋がっている窓の下部分：開けられるだけ開ける。

A棟：３０分に１回、廊下側のドアや窓を全開放し数分間換気

を行う。

※寄宿舎：夜間は開け閉めが難しいため、数ｃｍ窓を開

ける程度とする。

③介助者の固定

可能な限り固定するが、難しい場合は他の児童・生徒の介助にうつる際

④共用物の配慮

教室内の生活スペースを個人のバスタオルで区画化

※バスタオルは毎日交換する。⇒保護者へ協力依頼

※共有する教材は児童・生徒ごとに消毒する。

※キルトマットは動きまわる児童・生徒のみ使用す

る。毎日洗濯とする。

～日常の感染症予防対策～

①咳エチケット

原則常時、教職員・児童・生徒はマスク着用

※シールド類は不織布マスクに比べ、飛沫を防ぐ

効果が低い。MT等で口元を見せる必要がある

場合には十分距離をとる。

※マスクが難しい児童・生徒：むせがあったとき

には口元をタオルで隠すなど飛沫が飛ばない配

慮をする。

②手洗い

一動作一手洗いの徹底

※薬剤による手指消毒より手洗いが基本。

※ペーパータオルは児童・生徒登校時のみ使用可。

③手指消毒

各教室に手指用アルコール消毒剤を設置

※アルコール禁の児童・生徒がいる学年は

対象外（Ｓ：小６・中３／B：中１・高１）

※S部門は基本的に教職員用として使用する。

通勤 出勤後

・自宅で検温
・通勤用マスク着用 登校前

・通勤着と仕事着を分ける
・手洗い、うがいを徹底

＜日常の消毒・感染源の扱い＞ ～個人のものは自宅で洗濯～

～物品・施設消毒～

●教室等

★ドアノブ等よく触れる場所：下校後に希釈したピューラックスで消毒

※別紙参照：ピューラックスの希釈・消毒方法

★共用スペース・共用物・教材

【S】常時：アルコールスプレーで消毒

※アルコール禁の児童・生徒がいる場合はかんたんマイペット。

【B】生徒下校後：かんたんマイペット、希釈したピューラックスで

清掃と消毒をする。

注意：両部門：希釈したピューラックスは児童・生徒登校中は使用しない。

●配膳台

アルコールスプレーで消毒

●トイレ（Sのみ）

児童・生徒ごとに次亜塩素酸水で座面や手すり等を消毒

～感染源の廃棄方法～

●マスクや鼻汁・唾液がついたティッシュ・使い捨てグローブ、エプロン等

蓋つきゴミ箱に捨てる。（燃えるゴミとして扱ってよい）

※蓋つきゴミ箱がない場合は口を縛ったゴミ袋で対応する。

●オムツ

各トイレの蓋つきオムツ用のゴミ箱に捨てる。

※使い捨てエプロンや手袋はペーパータオル用の燃えるゴミ箱へ

●吐物

西棟：２階のゴミ置き場の嘔吐物専用バケツに捨てる

～準備物品について～

●マスク ※指導用は原則不織布マスクを使用

通勤用・指導用を分ける。

●仕事着

予備の着替えも必ず一組は用意。

●布エプロン・三角巾・アームカバー＋持ち運び袋

（Sのみ）予備１組を教室内に用意。長袖シャツ等も

可。

～体調管理について～

●体調管理

毎日の検温、健康観察を徹底。少しでも異変があれ

ば管理職へ報告し、指導・介助から外れる。

●手指のケア

手荒れによるウイルス付着を避けるため、

訪問指導前

・指導用マスク着用

・指導用マスク、エプロン、

フェイスガード着用

ピューラックス アルコール 次亜塩素酸水 かんたんマイペット

・体調不良者発生時の緊急対応マニュアル

サーバー：A1_全校共有情報⇒09 保健室より⇒新型

コロナウイルスに関する各種マニュアルを

参照

随時保健室補充 週明け保健室前補充 随時西スロープ下補充 随時保健室補充

※A棟は２階看護室に衛生物品あり

 

 

３／２（火）～５（金）の４日間に渡り、学部別に計画していた全校保護者会は、緊急事態宣言が３

／７(日)まで延長されたことを受け、１１月のような学校来校型＋オンラインの併用ではなく、純粋に

「オンライン型保護者会」開催として日程を含めて調整中です。詳細は、近日中にお知らせいたします。 

 

 

宣言の延長を受け、都内全特別支援学校に対し、都教育委員会から、感染予防の観点から、来賓の御

招待（来場）の取り止め、ＰＴＡ会長等の役員の臨席取り止めの指示が新たに示されました。（以前お

伝えしました通り、卒業生保護者の参列はできますが、在校生保護者の入場はできないとの扱いについ

ては、変更はありません。）今後も感染拡大状況を鑑み、変更が生じた際には、速やかにお伝えします。 

 

日時：高等部 ３月１９日（金） １０時００分～   ※変更ありません 

    小学部 ３月２４日（水）  ９時３０分～   ※密を避けるため小学部のみで行います 

    中学部 ３月２４日（水） １０時３０分～   ※密を避けるため中学部のみで行います 

 

卒業生には「卒業式の御案内」を追って配布します。 

在校生保護者の皆様には、昨年度と同様、会場内参列だけでなく会場外でのお祝い等も控えていただ

きますよう、お願いいたします。 

 

 

 

 学校が依頼して校舎内に入る必要がある場合（付き添い・保健室での保護者も交えた健康観察・吸 

引等の医療的ケア・検診の同席・個別面談等）を除き、現在も立ち入り制限は継続しています。 

 ・保護者送迎での登校： 

★西棟 SB 昇降口に主幹教諭が輪番で立ち、上記以外の方には、保護者の方が校舎内に入らずに担  

任に引き渡しができるよう、内線で教室に連絡します。 

★主幹教諭が立っていない時間帯（9 時 40 分以降）は、保健室までお入りいただき、保健室スタ 

ッフにお声かけください。内線で教室に連絡をし、担任を呼び、保健室での引き渡しとします。 

・早退時の迎え： 

★時間を決めて SB 昇降口で担任と引き渡しができるよう、御協力ください。 

 

 

 

 

       

 

 「排泄時の対応」等、この間に示された新しい見解を検証する等して、「感染症対応マニュアル」をバ

ージョンアップしました。主な変更は以下の２点です。 

❶使い捨てエプロンは、排便時のみ使用。 

→「便にはウイルスが含まれる可能性があるが、尿からの 

感染を心配して特別な対応をとる必要はない」との見 

解を受け、一定期間の試行を経て変更しました。 

❷教室へのアルコール本数及び容量の配布増加 

  →在庫管理も正確に行い、計画的に補充しています。 

感染症対応マニュアルのバージョンアップについて 

 

保護者・外部者の校舎内立ち入り制限（再掲・継続） 

 

【予告２】 学年末全校保護者会：日時・実施形態等の変更 

【予告３】 令和２年度 高等部卒業式・小中学部卒業式 

尚、次年度の入学や転学、卒業学年の進路関係の来校者など、外部の方の出入りがある時期にな

りました。こうした場合は、感染予防策を講じた上で、来校目的に応じて人数や場所、移動ルー

トを調整し、密にならないように実施しています。御安心ください。 


